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研究成果の概要（和文）：成人の英語学習者が「リズム音を即時復唱し、続いてリズム音とリズム型が一致する
文を即時復唱する」という発音練習により、リズムの発音のみならず他の発音も伸長させるかどうかを考察し
た。学習効果はリズムの発音と、発話速度、母音長、ポーズなど長さに関係する発音に及んだ。また、効果の持
続はリズム音がない場合より、ある場合にみられた。さらに、音韻的短期記憶能力が高い学習者は低い学習者と
比べて、リズム音をリズムの発音向上に利用できた。一方、リズム音がなく音声情報のみで学習する場合、より
英語力の高い学習者が効果を得た。本研究は、リズム音を用いた暗示的発音学習が成人の第二言語学習者に効果
的である可能性を示唆した。

研究成果の概要（英文）：This study examined whether adult speakers of English as a second language 
(L2) were able to improve their pronunciation by reciting rhythmic beats before auditory sentences 
that have the same rhythmic patterns with beats. The results demonstrated that this learning effect 
extended to rhythmic pronunciation as well as length-related pronunciations such as speech rate, 
vowel length contrast, and pauses. In addition, the presence of rhythmic sounds enhanced learning 
persistence compared to their absence. Furthermore, learners with higher phonological short-term 
memory were more likely to improve their rhythm pronunciation in the with-rhythmic beat condition, 
while students with higher English proficiency showed improved pronunciation when reciting only the 
model speech in the without-rhythmic beat condition. These findings suggest that implicit learning 
using rhythmic sounds may be effective for improving the pronunciation of adult L2 learners.

研究分野： 第二言語音声学習・習得

キーワード： auditory priming 　repetition 　L2 pronunciation 　prosody　adult learners 　musical rhythm 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、知覚した言語形式を学習者が即時復唱するという明示的な指導を受けない発音学習により成人英語学
習者（以下、学習者）が効果を得られるか、またその最適な条件は何かとういうテーマを土台とした研究であ
る。認知的に発達した学習者は明示的学習が得意であることから暗示的発音学習の効果について探った研究は少
ない。本研究では、特に先行リズム音を用いた学習が、リズムの発音とそれ以外の発音項目も効果的であるこ
と、効果をより持続させる傾向にあること、さらに学習者の個人差（英語力、音韻短期記憶、リズムへの敏感
性）が効果にどう影響するかを示し、英語の発音学習方法に新たな知見をもたらした点で意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 聴覚性プライミング効果（以下、プライミ 
ング効果）とは、聞こえてくる音声を知覚し
てその言語形式（プライム）から、無意識のう
ちに音の情報が頭に貯蔵され、その情報を
手がかりに後に提示される言語形式（ター
ゲット）の音声面での処理が促進される現象
をいう（図１）。プライミング効果により獲得さ
れた音の知識は、言語運用に有用であるこ
と（Ellis, 2005）また長期間保持されやすい
（太田, 2008）という言語習得上の利点があ
る。                             図 1 発音習得の過程と聴覚性プライミング効果 
 
(2) これまでプライミング効果による 「知覚促進」は明らかにされてきたが、知覚した言語形式を学習者 
が即時復唱し、これを繰り返すことで成人学習者の第二言語(L2)の発音学習できる可能性を本研究者
らは示唆した（Sugiura, 2016 など）。また、学習効果はリズム面の向上に有効であることや、様々な要因
（復唱回数、単語親密度、文字情報など）が効果に影響を与える可能性も明らかにしてきた。しかし、プ
ライミング効果が有効な発音項目の特徴や、効果的な文の提示方法（先行リズム音の提示など）、学習
方法（明示・暗示的学習）、学習間隔（分散、集中など）など未解明な点が多い。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、聴覚性プライミング効果を利用した発音トレーニング教材開発に向け、以下を解明

する基礎研究を行うことを目的とした。 
① 聴覚性プライミング効果が有効な発音項目の特徴（リズム、ピッチ幅、ポーズ、発話速度、母音） 
② 文の提示方法（先行リズム音など） 
③ 学習方法（暗示的と明示的学習の効果の違いなど） 
④ 学習間隔（分散と集中学習など） 

 
研究を進めていくなかで、特に②「文の提示方法」の「音声情報に先行提示されるリズム音（ビート）の

発音学習への効果」に関する研究結果でさらに追究すべき点が生じたことから、本研究では特に②に
焦点を置いて検討し、成果を蓄積した。なお、本研究には①「発音項目の特徴」の検討も含まれる。 
 

リズムは言語と音楽に共通して存在するが、音楽のリズム（musical rhythm） はより一定間隔で起こる。
よって、人が音声提示された文のリズム型と一致する音楽リズムを先行して聞くことで音声情報の重要な
部分に注意資源を集中させやすくなり、言語処理が促進される（rhythmic priming）と言われている。多く
の第一言語処理・習得に関する先行研究では、このような促進を「人が周期性のある事象に対して認知
的処理を促進させる」 という理論（Dynamic Attending Theory）（e.g., Jones & Boltz, 1989）に基づいて
説明している。リズムは L2 言語習得や学習においても重要な役割を果たすと予測する。 

 
３．研究の方法  
  具体的な研究方法は実験ごとに示す（下記参照）。 
 
４．研究成果 
(1) 実験１ 
① リサーチクエスチョン 

学習者が音楽リズム（ビート音）に続いて、ビート音とリズムパターンが一致する文を即時復唱すること
で、リズム（弱音節に対する強音節の長さの割合）の発音のみならず、発話速度、ピッチ幅（ピッチ最小
値に対するピッチ最大値の割合)を伸長させることができるか、英語熟達度別に検証した。 
② 参加者 
日本人英語学習者 20名（平均年齢 20歳; CEFR: A2-B1)が実験に参加した。 

③ 実験素材 
  4 音節の 40 文を用意した（「弱強弱強のリズム型」例：She feeds the dog. ;「強弱弱強のリズム型」例： 
Go for a walk. の 2種類のリズム型を各 20 文）。文は英語母語話者に読んでもらい作成した。リズム音の
作成には iPadの GarageBandのパーカッションの音を用いた。 
④ 実験方法 
実験は「Baseline condition」と「Experimental condition」で構成された。参加者は、「Baseline condition」

では１文ごと音声提示された文を即時復唱した。「Experimental condition」での１セットでは、 提示され
たリズム音を/ta/の音で復唱後、モデル音声文を復唱した。参加者は、全実験文に対し、 Matching 
condition（リズム音と後続文のリズム型が一致する場合）と Mismatching condition（リズム音と後続文のリ
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ズム型が一致しない場合）で復唱した。 
⑤ 分析 
  Baseline、Matching と Mismatching の 3 条件で発音されたデータを音声分析した。リズム型が一致す
る場合に発音向上がみられるかを確認するため、Baseline、Matching とMismatching の間に有意差があ
るかを参加者全体と習熟度別（上位群・下位群）で統計分析した。 
⑥ 主な結果 
  結果を図 2 と図 3 に示す。音声分析の結果、Matching 条件で、リズムの発音が有意に伸長している

ことが判明した。また、リズム以外の発音側面であるピッチ幅でも発音伸長の傾向がみられた。さらに、

発話速度に関しては習熟度下位群のみに効果があった。 

図 2 Baseline、Match、Mismatchの各条件における発音を示す。左から「リズム(Relative duration)」、

「発話速度（Sentence duration）」、「ピッチ幅(Pitch range)」の発音の平均値を表す。点線は参加者に提

示した英語母語話者の発音を示す。アスタリスク（*）は有意差が確認されたことを示す（p <.001）。 

 

 
図 3 参加者を英語習熟度別(Lower とHigher)にわけた場合の結果である。各習熟度において、左から

Baseline（白色）、Match（灰色）、Mismatch（黒色）の各条件での発音を示す。点線は参加者に提示した

英語母語話者の発音である。アスタリスク（*）は有意差が確認されたことを示す（p <.001）。 

 

 

(2) 実験 2 

① リサーチクエスチョン 
学習者がビート音に続いて、ビート音とリズムパターンが一致する文を 3 回即時復唱する発音練習を
通して、リズムの発音とリズム以外の発音項目も伸長するかを検証した。リズム以外の発音とは、日本語
母語話者にとって学習が比較的難しいピッチ幅（音の高低差）、緊張母音[ɪ]と弛緩母音[i]の母音長コン
トラスト(Tsukada, 2009など)、さらに、L2 学習者が遅くなる傾向にある発話速度である。 
② 参加者 
参加者は日本人英語学習者 20名（平均年齢 20歳; CEFR: A2)であった。 

③ 実験素材 
 4 音節の 4 単語の 16 文を用意した。リズム型は 2 種類で、半分は「強弱弱強」のリズム型、もう半分は
「弱強弱強」のリズム型であった。文は英語母語話者に発音してもらい録音した。リズムの作成にはiPadの
GarageBandのパーカッション音を用いた。文とリズム音の平均長、強弱音節の長さは同じであった。 
④ 実験方法 
実験は、「プレテスト」―「練習」(1 文につき 3 回復唱)―「個人差要因の測定：リズム能力、音韻的短期
記憶」―「ポストテスト」で構成された。 

「プレ・ポストテスト」で参加者は、音声提示された文を即時復唱した。「練習」では、16 文のうち半分は
先行リズム音がある場合で、もう半分は先行リズム音がない場合の両方で練習した。先行リズム音がある
場合には、リズム音は/ta:: tata ta::/のようにリズムを作って復唱後、文を即時復唱した。先行リズム音が
なく、リズムのない音が提示された場合は/ta:::/と復唱し、続いて文を即時復唱した。先行リズム音がある
場合と、ない場合の素材はランダム提示された。練習後に学習者の個人差要因を測定した。具体的には、
「リズム能力」の測定には PROMS (Profile of Music Perception Skills) (Law & Zentner, 2012)を、「音韻的
短期記憶」の測定には A digit span test (Henry et al., 2012)を用いた。 
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⑤ 分析 
事前テストと事後テストにおける発音の記述統計を右に示す（表１）。発音項目ごとに伸長を算出し、先

行リズム音がある場合とない場合で、発音向上に差があるかどうかを調べるため、統計分析した。また、練
習効果と個人差（リズム能力と音韻的短期記憶）との関係性を明らかにするため、相関分析（表 2）と重回
帰分析をした（表は省略）。これらの分析は、明確な伸長が見られたリズムの発音のみを対象とした。 
⑥ 主な結果と考察 

結果を表 1 と表 2 に示す。リズムと [ɪ]と[i]の母音長のコントラストで顕著な向上が見られた。また、参
加者の音韻短期記憶は「先行リズムありの発音練習」条件で発音向上に影響することがわかった。一方
で、英語能力は「先行リズムなしの発音練習」の条件で発音向上に影響することが確認された。 
 
表 1 発音項目ごとのプレ・ポストテストの値    表 2 個人差要因(1-3)と発音項目(4-11)の相関関係 

注:WRはリズムあり、N Oはリズムなしの条件を示す。 
 
以上より、先行して提示されるリズム音は、リズムの発音だけでなく他の発音を高めることができ、さら

に、リズムの発音に対する練習効果は学習者の個人差に影響されることが示唆された。 
 

 
(3) 実験 3 
① リサーチクエスチョン 

学習者はリズム音に続いて音声提示される文の即時復唱で発音学習効果を得られるか、また、直後
(10 分後)と遅延（１週間後）では、効果がどのように変わるか調査した。対象発音には、リズム、発話速度、
ピッチ幅に加えて、発話の流暢さの指標として重要な文中のポーズ長も含めた。 
② 参加者 
日本語を母語とする英語学習者 14 名（平均年齢 20歳; CEFR: A2-B1)であった。 

③ 実験素材 
6 音節の 6 単語の 40 文を用意した。文は英語母語話者に読んでもらい作成した。文の半分は練習に、

もう半分はテスト（事前、直後、遅延）に使用した。直後と遅延テストの素材は、事前用の音よりもピッチ（音
の高さ）を 10%下げた。これは事前テストの繰り返し効果を避けるためである。 
④ 実験方法 
実験は「事前テスト」「練習」「直後・遅延テスト」の 3 部で構成された。各テストでは、参加者は音声提示

される文を即時復唱した。練習では、リズム音の復唱後に音声提示される文を即時復唱する「リズム音あり
群」と、音声提示された文のみを即時復唱する「リズム音なし群」に分かれた。「リズムあり群」は、リズム音
を聞きそのリズムを/ta:: tata ta::/のように復唱し、続いて音声提示された文を即時復唱した。「リズムなし
群」は、音声提示された文のみを即時復唱した。両群とも練習では、テストで不使用の文を 4回復唱した。 
⑤ 分析 
事前・直後・遅延テストにおける参加者の発話を音声分析した。各発音項目に対し、二元配置の分散

分析を行なった（独立変数：テスト[事前、直後、遅延]）（従属変数：発音）。先行リズム音がある場合とない
場合で発音伸長に差が見られるかどうかを調べるため、統計分析を行った。 
⑥ 主な結果 

結果を図 4に示す。参加者の発音を音声分析した結果、リズムの発音は、「リズム音あり群」で 1週間
後まで効果が持続した。ポーズ長については、「リズム音あり群」で 1 週間後になり効果が生じた。リズム
の発音以外の発音項目にも波及的に学習効果が見られ、かつ効果が持続した結果から、先行リズム音
が L2 音声処理を促し発音学習に有効であることが示唆された。 
一方で、ピッチ面では効果を得られなかった。ピッチの音声情報の処理は、リズム音を用いた短時間

の練習では難しいと推察される。 
以上、本結果は先行リズム音が音声処理を促し、長さに関する発音項目の暗示的学習を促す可能

性を示した。 
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図 4 先行リズムありと先行リズムなしの学習における事前・直後(10 分後)・遅延(1 週間後)テス
トでの発音を示す。左上に Rhythm（リズム）、右上に Speech rate（発話速度）、左下に Length 
of pauses （ポーズ長）、右下に Pitch range（ピッチ幅）の結果を示す。 

 
(4) まとめ 

以上の諸点から、次のような結論が示唆される。 
① 音楽リズム（ビート音）を即時復唱後、リズム音と同じリズム型を持つ文を即時復唱するのみの暗示 
的発音学習により、リズムの発音のみならず、リズム以外の発音―主に「長さ」に関係する発音項目（発
話速度、母音長コントラスト、ポーズ） にも偶発的に学習が及ぶ可能性がある。リズム音は、音節の長さ
の長短により構成されるため、長さに関係する発音項目の向上に貢献したと推察される。 
一方で、ピッチ幅を大きく伸長させることは難しい。今回の実験はいずれも学習時間が短い。より長い

学習によりピッチなどにも効果的か検討することで、リズム音が言語処理を促進し、学習・習得につなげ
ていく可能性をより明確に提示できるだろう。 
② 学習者の個人差は、リズム音を用いた暗示的発音学習に影響する可能性がある。特に音韻的短期 
記憶の能力が高い学習者は、先行提示されたリズム型を記憶しやすく、その音声情報を後続の産出
（発音）に利用できる傾向にある。一方で、音声情報のみから学習する場合は、音声を聞いて処理する
能力が高い学習者（英語力の高い学習者）に有利に働く可能性がある。 
③ 練習効果は、リズム音が「ある場合」の方がリズム音が「ない場合」より、効果が持続したり、後ほど効 
果が生じたりする可能性がある。プライミングの長期持続性は強固であり、記憶を保持するという報告が
ある（太田,2008 など）という先行研究を支持する結果となったといえる。 
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